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Characteristics of Jaw Reaction Time and Its Relationship to Brain Function
Shuichi KITAMI
Motor task performance of the jaw and finger wasinvestigated by comparing s mple
reaction me(RT)and brain activity relating o contingent ega ive variation(CNV)in
20 healthy subjects.Movement f the jaw and finger wasanalyzed by monitoring the
motion of LED reference points fixed on the subjects' chin and fingertip with a hoto
sensor.Electroencephalogram was recorded fromCz referred to thear.To investigate
the ffect of voice production on jawRT,vocal RT was recorded by a microphone.Sub-
jects were asked torespond to avisual signal by opening their jaws ith or without voice
production,and by flexing their fingers as quickly as possible.The main results were as
follows:1)jaw RT was longer than finger RT,and the amplitude of jawCNV was mal1-
er than that ofinger CNV;2)the longer thedifference b tw en jawRT and finger RT
was,the lower the amplitude of jawCNV in comparison with that ofinger CNVwas;3)
in subjects who could respond more quickly by voice production,the amplitude of vocal
CNV increased morethan that ofjaw CNV;and 4)learning effect wasobserved only in
jaw RT.These findings su gest that he shortening of RT isignificantly rela edwith an
increase in CNVamplitude,and that jaw RT is closely r ated to the subjects' concentra-
tion a d learning levels.Therefore,the m asurement of jawRT may be useful orexam-
ining jaw function.
Keywords:reaction time,jaw,examination of jaw function
緒 口
近年の計測機器の発達に伴 って随意運動の定量
的検査が行われるようになった。対象となる随意
運動は示指の屈伸,足 関節の屈伸など比較的単純
な純粋の随意運動である。随意運動の検査におい
ては運動神経の出力機構のみではなく,意欲,判
断,注 意,疲 労などが関与す る1)こととな り,こ
れらを配慮 して実験計画を立て,結 果の解釈をし
なければならない。 ヒ トの随意運動の研究に用い
る要素の1つ に反応時間(Reaction time;RT)2～20)
がある。音や電球点灯による光刺激など,簡 単な
感覚刺激に対 してボタン押 しや手足の屈伸などの
単純な動作で素早く反応 させ る作業において,刺
激か ら反応 までの時間を単純RTと い う。単純
RTに関わ る神経過程は,感 覚過程→感覚認知→
中枢処理→運動実行とい うように順序だって行わ
れる1)。
著者 らはRT測 定を顎機能検査の指標 として利
用することを目的に,こ れ までに他分野で明らか
に されて きている手指RTと の比較 を行 い,顎
RTの生理的な特徴の解析 を行って きた。その結
果,多 くの被験者で音,光,皮 膚刺激に対する開
口RTが 同刺激による指屈曲RTに 比べ,そ の発
現経路から想定 される時間よりも延長 していた21)。
開口RTが 延長す る原因を探るためには,刺 激の
感覚過程は指屈曲RTの 場合と共通で除外できる
ため,中 枢処理および運動実行に関わる要因につ
いてそれぞれ解析することが必要である。前報22)
では,運 動実行に関わる要因に着目した。つまり,
手掌を固定 して行 う指屈曲運動が比較的単純な運
動なのに対 して,顎 運動が頭頸部運動を伴 う複雑
な運動であるため,運 動実行に要する時間が延長
するものと想定 し下顎運動 と頭頸部運動の同時測
定を行った。その結果,多 くの被験者で顎反応運
動に先行する頭頸部運動が観察 され,ヘ ッ ドバ ン
ドにより被験者の頭部を枕に固定 し頭頸部運動 を
抑制することで開口RTが 短縮 した。
各RTに おける標準偏差(SD)を比較すると,
指屈曲 よりも開口で大きく,開 口RTのSDが 頭
部固定で縮小 した。RTに おけるSDの 大 きさは
課題遂行における集中度 に逆相関す る1,23,24)とさ
れ,集 中度の指標 となりうることか ら,開 口RT
がその発現経路から想定 され る時間よりも延長 し
た理由 として,感 覚刺激に対 して開口反応動作の
遂行時の集中度について検証する必要がある。つ
まり,刺激に反応 して手指を動かすことは日常的
で慣れているのに対 して,刺 激に反応 して下顎 を
動かすことが非 日常的で不慣れであり,的確な判
断のために時間を要するために延長 した可能性が
考えられるからである。一般に頭部固定によって
集中力が増大する25)といわれており,開 口RTの
SDも縮小 したことからも裏付けられる。
今回は,開口RTが指屈曲RTに比べ,その発現
経路から想定される時間よりも延長する要因として,
反応動作直前の集中度の差が重要と考えられるため,
脳内情 報処理過程の指標 として随伴性陰性変動
(Contingent Negative Variation;CNV)26～37)を用
いて顎反応運動に及ぼす影響について解析 した。
さらに,反応動作時にかけ声などの自発性発声を
伴うとRTが 短縮する38～41)ことが報告 されている
ことか ら,本研究では,光 刺激による開口RTの
測定 に加 えて,発 語を伴った開口RTを 測定 し,
両者の比較から開口RTに 及ぼす発語の影響 を解
析 した。
研 究 方 法
1.研 究 対 象
健常成人20名(男性18名,女性2名,平 均年齢
24.1歳)を被験者 とした。視覚,聴 覚,顎 ・手指
運動機能および発語機能に自覚的ならびに他覚的
な異常 を認めないことを選択基準に,奥 羽大学倫
理審査委員会の承認(受 付番号:57)のもとで,
書面により研究の主旨を各被験者に説明 し,同意
書に署名を受けてから実施 した。
2.感 覚刺激の発生方法
反応 を誘発 させ るため感覚刺激として図lAに
示すように光刺激 を用いた。光信号は,電 気刺激
装置(3F46,NEC三栄,東 京)か らの持続時間
1msecの電気信号によりLED光 源を点灯 させ
た。被験者毎に光信号が無理なく見える明るさに
なるように刺激強度を調節 した。
3.反応動作の記録方法
手指屈曲運動および開口運動の記録は,既 報21)
での記録法に準 じポジションセンサー(C2399,
浜松ホ トニクス,浜 松)を 用いて行った。 この装
置は,標 点LED,受光素子 を内蔵 したセンサー
ヘ ッド部およびコン トローラ部から構成 されてい
る。図1Aに 示すように,被験者の利き腕の示指
先端部 とオ トガイ中央部に標点を貼付 し,標点か
らの近赤外光 を被験者の右側方 に設置 したセン
サーヘッドで捉 え,標点の位置変化をコン トロー
ラ部で電気信号に変換 した。
4.発 語時の音声記録方法
発語時の音声を,ダ イナ ミック型マイクロホン
(DM-H500,AIWA,東京)で 採集 し,音声増幅
器(MX-70E,SONY,東京)に よって増幅 した。
ポ ップノイズを軽減するためにポップガー ドを使
用 した(図1A)。本研究では,予 備実験で 「カ」,
「タ」,「ナ」3語 の うち,最 もRTの短縮が大き
かった 「カ」を発語音として選択 した。
5.脳 波の記録方法
国際10-20法に従 い,頭 皮上 のCzにAg/AgCl
電極を装着 し,両耳朶連結を基準電極として,脳
波 計(Neurofax,EEG-5410,日本 光 電,東 京)
によ り導出 した(図2A)。CNV(随 伴陰性 変動)
測 定 の た め の 設 定 条 件 は,high cut frequency
30Hz,時定 数0.3秒とした。
6。 単純RTの 測定方 法
単純RTと は,感 覚刺 激 に特 別な意 味 を持 たせ
ず,単 に刺激 に対 して簡単 な動作 で反応す るよ う
に指示 した場合 のRTで あ る。
実験者 が被験者 の視野 に入 らないよ うに位 置 し,
被験者 が気 を散 らさない環境 で測定 を行 った。実
験中は被験者の正面に設置 したLED光源を凝視
し,光が点灯 したら素早 く反応動作を行うように
指示 した。反応課題は指屈曲,開 口および発語の
3種で,指 屈曲課題では示指を伸展 させ手置台か
ら約50mm離した位置で,開 口課題および発語
課題では軽 く咬合 した状態での待機 を指示 した。
また,正 面の光源の位置 を上下に調整 しながら,
無理のない頭位姿勢で実験できるように配慮 した。
単純RT測 定には心理学実験用の刺激呈示プログ
ラム(EXPLAB,八千代出版,東 京)に よる予
期的反応時間課題を利用し,予告のための第1刺
激(S1)として持続10msecの小 さなビーフ゜音を,
反応指示のための第2刺 激(S2)と して上述の
光刺激を用いた。最初に単純RTの 記録を行った。
被験者 に光刺激の時点(S2)が予知 されないよ
うに,S1とS2の間隔を1～2秒 の問で ランダム
に設定 し5秒 間隔で連続20回記録 した。発語課
題では発語時の音声を同時記録 した。3種 類の反
応課題の順序は被験者間でランダムとした。記録
を始める前に,測 定方法に慣れるために5回程度
予備的に練習 してから本実験 に移った。
3課題の単純RTの 記録終了後10分間休憩 した。
休憩後,脳 波測定用の電極を装着 し単純RT測 定
中 のCNVを 記 録 した。CNVの 記録 には,同 一
区間 の複数 回の 加算 が必要 な こ とか ら,S1とS2
の間 隔 を1秒 に 固定 し,5秒 間 隔 で連 続30回試
行 した。3種 類の反応 課題の順序 は被験 者間で ラ
ンダム とした。
導出 した運動,音 声 および脳波 出力はA/Dコ ン
バ ー タ(PowerLab/8s,AD　Instruments,Coiorado
Springs,USA)にて サ ン フ゜ リン グ レー ト1msec
でA/D変 換 後,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
(Macintosh　PowerBook　G4,Apple　Computer
Inc.,Cupertino,USA)に入 力 した。 デ ー タ収集
および演算処理 はPowerLab付属の解析 用 ソフ ト
ウェア(Scope　3.9.2,AD　Instruments,Colorado
Springs,USA)で行った。
7.デ ータ解析方法
図1BはRT測 定部位 を 「カ」発語時の一例で
表 した。上から順 に音声波形と顎運動波形であり,
図中のS2は反応指示のための光刺激時点である。
音声出現時点および開口の開始時点をそれぞれ音
声RT,発 語RTと した。JVは音声RTと 発語
RTとの時間差である。なお,発 語を伴わない場
合で の開 口開始時点 は,既 報21・22)と同様 に開 口
RTと表記 した。
図2Bは 光刺激による指屈曲反応動作と随伴す
る脳波の測定例である。上か ら順に脳波 と運動波
形を,そ れぞれ30回平均加算処理後の波形で表
した。図中のS1は予告音で,S2は光刺激時点 を
表 している。CNVの評価は通法に従い,S1で惹
起 され るP300成分の影響 を受 けない,S1から
450msec後の時点か らS2開始時までの区間の,
図中で塗 りつぶ した領域の面積の大 きさか ら行っ
た。指屈曲CNVと 開 口CNVお よび 開口CNV
と発語CNVの 比較 にはCNV変 化率 を利用 した。
すなわち,指 屈曲CNVと 開口CNV間 のCNV
変化率では開口CNVか ら指屈曲CNVを 引いた
値 を指屈曲CNVで 割った値か ら,開 口CNVと
発語CNV間 のCNV変 化率 は発語CNVか ら開
口CNVを 引いた値 を開口CNVで 割った値か ら
それぞれ算出し%表示 した。
8.デ ータ処理
平均値 を代表値 として用いる分析 を行 うとき,
1つの大 きな外れ値で平均値が大 きく変わること
があ り,実験の効果が代表値に正確 に反映されな
くなる。RTに おける外れ値の取 り扱いでは従来
より標準偏差 を基準にした外れ値の棄却が最も多
く用いられている42,43)ので,本 研究では標準偏差
の3倍 を基準に外れ値の棄却を行った。
統計処理 には,統 計用解析 ソフ ト(StatView
4.5,SAS JAPAN,東京)を 使用 した。対応 の無
い被験者群 問の差の検定には,Mann-Whitney
のU検 定 を用い5%を 有意水準 とした。対応の
ある被験者群 間の差 の検定には,対 応 のあるt-
検定を用い5%を 有意水準とした。
結 果
1.反応動作の違いによるRTとCNVの 比較
図3A左 は,光 刺激 による指屈曲RTと 開 口
RTについて20名から得 られた測定値の平均値 と
標準偏差を表 した棒グラフである。各被験者での
測定値 は20回試行の平均値である。すべての被
験者で開口RTの 方が指屈曲RTよ りも長 く20名
の平均値に有意な差 が認め られた(対 応のある
t-検定,p<0.01,N=20)。一方,CNVの大 きさに
ついては,図3Bに 示すように,す べての被験者
で指屈曲動作前に現れたCNV(指屈曲CNV)の
方が開口動作前のCNV(開 口CNV)よ りも大 き
く20名の平均値 に有意な差が認め られ た(対 応
の あ るt-検定,p<0.01,N=20)。次 に,指 屈 曲
RTと開口RTと の差を算出し,図3A右 の ヒス
トグラムで示 した結果か ら,20名の被験者 を差
の小 さい群(Small群)10名と大きい群(Large群)
10名の2群 に分け,指 屈曲CNVか ら開口CNV
へのCNV変 化率を比較 した。図3Cに 示すよう
にLarge群の減少率がSmall群のそれ よりも大
きく有意な差が認め られた(Mann-Whitneyの
U検 定,p<0.05,N=10)。
2.開 口RTに 及ぼす発語の影響
開口反応動作の際に発語を伴った場合の影響 を,
発語なし開口反応動作 との比較から検討 した。図
4Aは 「カ」発語時の発語RTと 図3Aに 示 した
開 口RTに つ いて,20名の被験 者か ら得 られ た結
果 で あ る。 図 中 の太 線 は20名の平 均値 を結 ん だ
直線 で ある。 開 口RTの 平 均値 と発語RTの それ
との 間に有意 な差 は認 め られなか った(対 応 のあ
るt-検定,p>0.05,N=20)。被験者 内の比較 では,
発 語RTが 開 口RTよ り短 縮 す る被験 者(図 中,
細 い直線 で表示)が10名 で,残 りの10名(図 中,
細 い破 線で表 示)で は発 語RTが 開 口RTよ り延
長 した。 図4Bは 「カ 」 発 語 時 のCNV(発 語
CNV)と 図3Bに 示 した開口CNVに つ いて,20
名 の平均値 と標準偏 差 を表 した棒 グ ラフで あ る。
発語CNVの 方 が開 口CNVよ り も大 き く20名の
平均 値 に有 意 な差 が 認 め られ た(対 応 の あ るt-
検 定,p<0.01,N=20)。次 に,発 語RTが 開 口
RTよ り短 い被 験 者10名を短 縮群 と し,発 語RT
が 開口RTよ り長 い被験 者10名を延 長群 と して,
この2群 の 間 で 開 口CNVか ら発 語CNVへ の
CNV変 化 率 を比 較 した。 図4Cに 示 す よ うに,
短 縮群 の増 加率 が延 長群 のそれ よ りも大 きく有意
な 差 が 認 め られ た(Mann-WhitneyのU検定,
p<0.05,N=10)。
3.試 行 経過 によるRT,CNVの 推移
RTで は,全20回 の試 行 を前半10回(Ant)と
後半10回(Post)の2期 に分 け,CNVで は,全
30回の試行 を前半15回(Ant)と後半15回(Post)
の2期 に分 けそれぞれ比 較 した。 表1左 のRTは
指屈 曲RT,開 口RTお よび 発語RTに つ いて そ
れ ぞれ20名ずつ の平均 値 と標準 偏 差 を表 した結
果で あ る。三 者 と もにAntよ りもPostで短 縮傾
向が 見 られ たが,指 屈 曲RTと 発語RTで は有意
差 が 認 め られ ず(対 応 の あ るt-検定,p>0.05,
N=20),開口RTで のみ有 意差 が認 め られ た(対
応 の あ るt-検 定,p<0.05,N=20)。表1右 の
CNVは 指 屈 曲CNV,開 口CNVお よ び 発 語
CNVに つ いて,20名 の平 均値 と標 準偏 差 を表 し
た結果 で あ る。三者 と もにAntよ りもPostで増
大傾 向 が 見 られ た が,指 屈 曲CNVと 発語CNV
で は有意 差 が無 く(対 応 の あ るt-検定,p>0.05,
N=20),開口CNVで のみ有 意差 が認 め られ た(対
応 の あるt-検定,p<0.05,N=20)。
4.発 語RTと 音声 波形 との比較
図5Aは,開 口RT,発 語RTお よび 音 声RT
につ いて,図4で の発語RTが 開 口RTよ り短 い
短縮群 と発語RTが 開口RTよ り長 い延 長群 にお
け る各10名の 平均 値 と標 準 偏差 を表 した棒 グ ラ
フで あ る。 開口RTで は短縮 群 と延長 群 との間に
有意 差 を認 めなか った(Mann-WhitneyのU検
定,p>0.05,N=10)のに対 して,発 語RTで は短
縮群 が延長 群 よ りも有意 に短 くな った(Mann-
WhitneyのU検定,p<0.05,N=10)。音声RTに
おいては同様 に短縮群 と延長群 との間 に有意 差が
認 め られ(Mann-WhitneyのU検定,p<0.01,
N=10),両群 の差は発語RTよ りも拡大 した。 そ
の 結果,図5Bに 示 す よ うに発語RTと 音 声RT
との時間差 で あるJVに おいて も,短 縮 群 が延長
群 よ りも有 意 に短 くなっ た(Mann-Whitneyの
U検 定,p<0.05,N=10)。
考 察
1.反応動作の違いによるRTとCNVの 比較
高次中枢内での反応 ・出力が行われるまでの準
備状態 を反映す る指標 と して運動 関連 脳電位
(movement-related cortical potentials
MRCP)44,45)や事象関連電位のCNV26～37)がこれま
で調べ られてきた。CNVは一定間隔で一対の刺
激を与 え,第2刺 激(反 応刺激)に 対 して一定の
反応(本 研究では指屈曲,開 口,発 語)を させる
予期的反応課題を行わせることにより,第1刺 激
(予告刺激)と 第2刺 激の問に出現する陰性緩電
位である。CNVは前期成分 と後期成分に大別で
き,前 期成分は第1刺 激に対する定位反応 を反映
し,後期成分は反応刺激に対する注意 ・予期や運
動に対する準備を反映すると考 えられている。前
期成分は前頭部優位に出現す るのに対 して,後 期
成分は中心 ・頭頂部優位 に出現する33)ことか ら,
本研究でCzか ら導出 したのは主に後期成分であ
る。反応時間(RT)とCNV振 幅 との関係の先
行研究によると,CNV振幅とRTに 逆相関関係
が あるといわれてい る27,33,34)。つ まり,素 早 く反
応す る際にはその直前のCNVが 大 きくなり,逆
に,反応 が遅れるとCNVが小 さくなる。本研究
結果では,開 口RTが 指屈曲RTよ りも有意に長
く,開 口CNVが 指屈曲CNVよ りも有意 に小 さ
かった。 さらに,指 屈曲RTと 開口RTの 差が大
きい被 験者 ほ ど,指 屈 曲CNVに 対 す る開 口
CNVの変化率が大 きく減少 した。CNVの減少は,
光刺激に対する注意 ・予期や運動に対する準備 と
いった集中力が,不 十分であったことを示 してお
り,開 口反応動作時の集中力低下が,そ の発現経
路から想定 される時間よ りも開口RTが 延長 した
一因と考 えられる。
2.開 口RTに 及ぼす発語の影響
反応動作時に発声を伴うとRTが短縮するとい
う報告38～41)がある。本研究では,半 数の被験者で
発語RTが 開口RTよ り短縮 した。これ らの被験
者では,同 時に発語CNVの 有意な振幅増大が認
め られた。この結果は反応動作時に発声を伴 うこ
とが被験者の集中力を増す ことになりRTが短縮
したことを示 している。それに対 して,発 語RT
が開口RTよ り延長する被験者では,CNV増 大
が僅かであり,反応動作時の発声が被験者を集中
させ る効果は小 さく,RT短縮につなが らなかっ
たと考 えられる。 しか しながら,こ れらの被験者
の中で発語反応動作直前のCNVが 減少 したのは
2名だけで,発 語RTの 延長をCNVす なわち集
中力の要因だけで説明することはできない。後述
の発語機能の獲得過程における他の要因について
考慮する必要がある。
3.試 行経過によるRT,CNVの推移
試行の前半よりも後半の方でRTの 短縮傾向が
あり,特に開口動作でその差が著 しいことが解っ
た。 また,CNVの推移では,前 半 よりも後半の
方で振幅の増大傾向があり,特 にこの傾向は開口
動作で著 しかった。このことは何 らかの刺激や合
図に対 して俊敏に開口 しようする動作が指屈曲動
作に比べて日常的な経験が不足 しているため,試
行が進んだ後半で練習 による短縮効果46,47)が現れ
てきたと考えられ る。つまり前述の集中力に加 え
習熟度がRT遅 速の要因として挙げられる。発語
RTについては,開 口動作で共通 しているものの,
開口RTと 違って試行経過での有意な変化がなく,
発語CNVで も有意な変化がなかった。発声発語
器官は元来,摂 食のための器官であり,咀嚼 ・嚥
下に関わる運動パ ターンを基盤 として,こ れを高
次中枢が再編成す ることによって,構音 運動が成
立 していると考えられている48)。つ まり発語機能
は生後獲得 した機能であるため,発 語機能 を獲得
する過程で十分に練習を重ねたため,試 行経過で
の練習効果が現れにくかったと考えられる。
4.発語RTと 音声波形 との比較
発語RTが 開口RTよ り延長する被験者ほど発
語RTと 音声RTの 時間差であるJVが有意に延
長 した。これ らの被験者では,運 動性言語中枢か
らの発語運動に関係する喉頭筋群 と開口筋群への
運動指令に大きなずれがあり,開 口開始 と発声開
始のタイミングが大きくずれたことによると考え
られる。発語 ・発話は生後獲得 した機能であるた
め,発 語習得過程 での被験者固有の発語運動パ
ターンの相違が発語RTの 長短に影響 した可能性
が大きいからである。一方,発 語RTが 開口RT
より短縮する被験者ではJVが短かった。 これ ら
の被験者では,開 口開始 と発声開始のタイミング
が接近し,構音に要する喉頭筋と開口筋活動の同
期が発語RTの 延長を抑止 したものと推察 される。
さらに,こ れ らの被験者ではCNVの 増大が著 し
く,集中力を増 したことも発語RT短 縮の大きな
要因でもある。
RTを測定する際,多 くの被験者は速 く反応 し
ようとするために,命 令刺激に対 して集中 して待
ち構 えるか,あ るいは素早 く動かせるように運動
の準備 に集中するかのどちらかに偏重 しているこ
とが多い。一般的には,後 者の運動性に集中 した
方が,前 者の感覚性に集中するよりもRTが より
短縮する49)ことが知 られている。開口RT測 定 と
は異なり,発 語RT測 定時には被験者自身が発す
る音声が新たに加わってくるため,開 口RT測 定
時には運動性に注意を集中して反応 していた被験
者でも,発 語RT測 定の際には自身が発する音声
に影響をうけ感覚性の集中法に変えてしまうこと
も予想 される。発語RTが 開口RTよ り延長 した
被験者でのRT延 長のさらなる要因として運動性
から感覚性への集中法のチェンジも想定 され る。
この点については,発 語を想起するだけで実際に
は発語 しない条件でのRT測 定を新たに行い比較
解析する必要がある。
5.顎機能検査応用への可能性と課題
顎口腔系において営まれ る諸機能のほとんどは
下顎を動かす ことによって行われ る現象であり,
顎機能の臨床的診査にあたっては,こ れらの情報
が多く含まれている顎運動 を正確に把握すること
は特に重要である。顎運動関連検査 として,現 在,
下顎運動路描記法(MMG),ゴ シックアーチ描
記法,パ ン トグラフ描記法及びチェックバイ ト検
査が歯科臨床の現場で実施 されている。高齢社会
の到来から,運動機能の加齢変化,特 に敏捷性に
着 目した検査項 目の必要性が高まって きている。
RT測定は客観的に敏捷性 を測定す る代表的な測
定法であり,全身反応時間の測定は定期健康診断
における健康測定の一項 目である運動機能検査に
採用 され,健 康増進の意識向上の指標 となってい
る50)。
加齢などに伴 う敏捷性の低下は,咀嚼や嚥下機
能に直接的に影響を及ぼす ことになり,歯科臨床
で患者の敏捷性の変化について把握す ることは極
めて重要である。本研究で示 した顎RT測 定は単
純な反復運動であるため,治 療開始前に実施する
ことで,患 者をリラックスさせ る効果 も期待で き,
患者の心身状態の大 まかな判定が可能である。ま
た,特 に神経質な患者に対 しては治療効果判定の
際の客観的指標として利用で きる。
光や音刺激によるRTが 簡易に測定で きるPC
ソフ トが公開されている。PCか らの合図ででき
るだけ早 くマウスをクリックす るかキーを押すこ
とで指屈曲RTが 簡単に測定できる。顎運動をこ
れらの運動に変換で きる装置を組み込むことがで
きれば,こ れ らのPCソ フ トを応用 した顎RTの
測定が可能であり,今 後の研究課題としたい。
結 論
顎口腔系,手 指および発語機能の異常を認めな
い健常成人20名を被験者 として,光 刺激による
RTと各反応動作直前 に出現するCNVを 測定 し
比較 した結果から,以下の結論を得た。
1.開 口RTが 指屈曲RTよ りも長 く,開 口
CNVの大 きさが指屈曲CNVよ りも小 さかった。
2.指屈曲RTと 開口RTの 差が大 きい被験者
ほど,指 屈曲CNVに 対する開口CNVの 減少率
が大 きかった。
3.発語RTが 開口RTよ り短縮 した被験者で
は,発 語によるCNVの 増大が著 しく,延長 した
被験者ではCNV増 大が僅かであった。
4.試行前半 と後半 との比較では,開 口RTに
のみ有意な短縮 と その時のCNVの 有意な増大が
認められた。
以上の結果から,集中力 と習熟度に関係 した脳
活動 を反映す る顎RTの 測定が継時的な顎機能検
査の指標となりうることが示 された。
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